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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年8月13日(2015.8.13)

【公表番号】特表2013-530851(P2013-530851A)
【公表日】平成25年8月1日(2013.8.1)
【年通号数】公開・登録公報2013-041
【出願番号】特願2013-508496(P2013-508496)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/08     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  45/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   27/08     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/36     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   45/14     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年6月26日(2015.6.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　上記目的は、インサート部材ならびに少なくとも２種のプラスチック成分からなるプラ
スチック外被を含んでなり、当該インサート部材は第１のプラスチック成分Ａ１（ここで
、前記第１のプラスチック成分Ａ１は以下すなわち
Ａ１１：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、５～８０質量％の、脂肪族およ
び芳香族ジカルボン酸および脂肪族ジヒドロキシ化合物をベースとした少なくとも１種の
ポリエステル；
Ａ１２：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、２０～９５質量％の、ポリラク
チド（ＰＬＡ）と、ポリカプロラクトンと、ポリヒドロキシアルカノエートと、脂肪族ジ
カルボン酸および脂肪族ジオールからなるポリエステルとからなる群から選択された少な
くとも１種のホモポリエステルまたはコポリエステル；
Ａ１３：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準にして、０．０５～１５質量％の、ａ）
スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエポ
キシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を含
有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている)によってまたは第１のプラスチック成分Ａ２（ここで、前記第１の
プラスチック成分Ａ２は以下すなわち
Ａ２１：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、１０～１００質量％の少なくと
も１種の熱可塑性スチレン（コ）ポリマー、
Ａ２２：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０～９０質量％の少なくとも１
種の熱可塑性（コ）ポリエステル、
Ａ２３：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０．０５～１５質量％の、ａ）
スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエポ
キシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を含
有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている）によって包囲され、前記第１のプラスチック成分Ａ１または前記第
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１のプラスチック成分Ａ２はさらに第２のプラスチック成分Ｂ（ここで、前記第２のプラ
スチック成分Ｂは以下すなわち
Ｂ１：１０～９９．９９質量％の少なくとも１種の熱可塑性ポリエステル、
Ｂ２：０．０１～５０質量％の
Ｂ２１：ＯＨ価１～６００ｍｇＫＯＨ／ｇ（ポリカーボネート）（ＤＩＮ　５３２４９，
パート２に準拠）を有する少なくとも１種の高度分岐または超分岐ポリカーボネート
または
Ｂ２２：ｘは少なくとも１．１、かつ、ｙは少なくとも２．１のＡｘＢｙ型の少なくとも
１種の高度分岐または超分岐ポリエステル
またはそれらの混合物
から構成され、前記第１のプラスチック成分Ａ１または前記第１のプラスチック成分Ａ２
および／または前記第２のプラスチック成分Ｂはさらに以下すなわち
Ｃ：０～６０質量％のさらに別の少なくとも１種の添加物
を含んでいてよい）によって包囲されるように構成した構成部材によって解決される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　本発明による前記第２のプラスチック成分Ｂを、前記第１のプラスチック成分Ａ１また
は前記第１のプラスチック成分Ａ２（ここで、前記第１のプラスチック成分Ａ１は、脂肪
族および芳香族ジカルボン酸および脂肪族ジヒドロキシ化合物をベースとした少なくとも
１種のポリエステルならびに、ポリラクチドと、ポリカプロラクトンと、ポリヒドロキシ
アルカノエートと、脂肪族ジカルボン酸および脂肪族ジオールからなるポリエステルとか
らなる群から選択された少なくとも１種のホモポリエステルまたはコポリエステルで構成
され、前記第１のプラスチック成分Ａ２は、少なくとも１種の熱可塑性スチレン（コ）ポ
リマーと、場合により、少なくとも１種の熱可塑性（コ）ポリエステルとで構成されてい
る）と組み合わせて使用することにより、従来の技術から公知のプラスチック外被に比較
して、特に当該構成部材を温度変動下で使用する際に著しく改善された媒質侵入封止性が
達成される。さらに別途の改善が前記第１のプラスチック成分Ａ１ないしＡ２の内側吹付
け被覆および前記第２のプラスチック成分Ｂの外側吹付け被覆によって達成される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　第１のプラスチック成分Ａ１
　本発明により、上記第１のプラスチック成分Ａ１は、以下すなわち
Ａ１１：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、５～８０質量％の、脂肪族およ
び芳香族ジカルボン酸および脂肪族ジヒドロキシ化合物をベースとした少なくとも１種の
部分芳香族ポリエステル；
Ａ１２：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、２０～９５質量％の、ポリラク
チド（ＰＬＡ）と、ポリカプロラクトンと、ポリヒドロキシアルカノエートと、脂肪族ジ
カルボン酸および脂肪族ジオールからなるポリエステルとからなる群から選択された少な
くとも１種のホモポリエステルまたはコポリエステル；
Ａ１３：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準にして、０．０５～１５質量％の、ａ）
スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエポ
キシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を含
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有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　好ましくは、コハク酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ブラシル酸またはそ
れらのそれぞれエステル形成誘導体またはそれらの混合物が使用される。特に好ましくは
、コハク酸、アジピン酸またはセバシン酸またはそれらのそれぞれエステル形成誘導体ま
たはそれらの混合物が使用される。特に好ましくは、アジピン酸またはそれらのエステル
形成誘導体たとえばそれらのアルキルエステルまたはそれらの混合物が使用される。脂肪
族ジカルボン酸としては、“硬質”ないし“脆性”成分Ａ１２を有するポリマー混合物た
とえばポリヒドロキシブチレートまたは特にポリラクチドが製造される場合に、好ましく
は、セバシン酸または、セバシン酸とアジピン酸との混合物が使用される。脂肪族ジカル
ボン酸としては、“軟質”ないし“靭性”成分Ａ１２を有するポリマー混合物たとえばポ
リヒドロキシブチレートコバレリエートが製造される場合に、好ましくは、コハク酸また
は、コハク酸とアジピン酸との混合物が使用される。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　好ましい一実施形態において、ヒドロキシカルボン酸３ｂ）としては、以下すなわちグ
リコール酸、Ｄ－、Ｌ－、Ｄ，Ｌ－乳酸、６－ヒドロキシヘキサン酸、それらの環状誘導
体たとえばグリコリド（１，４－ジオキサン－２，５－ジオン）、Ｄ－、Ｌ－ジラクチド
（３，６－ジメチル－１，４－ジオキサン－２，５－ジオン）、ｐ－ヒドロキシ安息香酸
ならびにそれらのオリゴマーおよびポリマーたとえば３－ポリヒドロキシ酪酸、ポリヒド
ロキシバレリアン酸、ポリラクチド（たとえばＮａｔｕｒｅＷｏｒｋｓ［登録商標］（Ｆ
ａ．Ｃａｒｇｉｌｌ）として入手可能）ならびに、３－ポリヒドロキシ酪酸およびポリヒ
ドロキシバレリアン酸からなる混合物（後者は商品名Ｂｉｏｐｏｌ［登録商標］にてＺｅ
ｎｅｃａより入手可能）が使用され、特に好ましくは部分芳香族ポリエステルの製造にそ
れらの低分子量環状誘導体が使用される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　上記のホモポリエステルまたはコポリエステルＡ１２は、好ましくは、ポリラクチド（
ＰＬＡ）と、ポリカプロラクトンと、ポリヒドロキシアルカノエート、たとえばＰＨＢま
たはＰＨＢ／Ｖと、脂肪族ジカルボン酸および脂肪族ジオールからなるポリエステルとか
らなる群から選択されている。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００７１】
　第１のプラスチック成分Ａ２
　本発明により、上記第１のプラスチック成分Ａ２は、以下すなわち
Ａ２１：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、１０～１００質量％の少なくと
も１種の熱可塑性スチレン（コ）ポリマー、
Ａ２２：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０～９０質量％の少なくとも１
種の熱可塑性（コ）ポリエステル、
Ａ２３：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０．０５～１５質量％の、ａ）
スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエポ
キシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を含
有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０７】
　本発明は、さらに、インサート部材ならびに少なくとも２種のプラスチック成分からな
るプラスチック外被を含んでなる構成部材の製造方法に関し、その際、前記方法は以下の
ステップすなわち
（ａ）インサート部材を第１のプラスチック成分Ａ１（この場合、前記プラスチック成分
Ａ１は以下すなわち
Ａ１１：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、５～８０質量％の、脂肪族およ
び芳香族ジカルボン酸および脂肪族ジヒドロキシ化合物をベースとした少なくとも１種の
ポリエステル；
Ａ１２：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、２０～９５質量％の、ポリラク
チド（ＰＬＡ）と、ポリカプロラクトンと、ポリヒドロキシアルカノエートと、脂肪族ジ
カルボン酸および脂肪族ジオールからなるポリエステルとからなる群から選択された少な
くとも１種のホモポリエステルまたはコポリエステル；
Ａ１３：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、０．０５～１５質量％の、ａ）
スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエポ
キシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を含
有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている)によって、または第１のプラスチック成分Ａ２（この場合、前記第
１のプラスチック成分Ａ２は以下すなわち
Ａ２１：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、１０～１００質量％の少なくと
も１種の熱可塑性スチレン（コ）ポリマー、
Ａ２２：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０～９０質量％の少なくとも１
種の熱可塑性（コ）ポリエステル、
Ａ２３：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０．０５～１５質量％の、ａ）
スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエポ
キシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を含
有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている）によって包被するステップと、
（ｂ）第２のプラスチック成分Ｂ（この場合、前記第２のプラスチック成分Ｂは以下すな
わち
Ｂ１：１０～９９．９９質量％の少なくとも１種の熱可塑性ポリエステル、
Ｂ２：０．０１～５０質量％の
Ｂ２１：ＯＨ価１～６００ｍｇＫＯＨ／ｇ（ポリカーボネート）（ＤＩＮ　５３２４９，
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パート２に準拠）を有する少なくとも１種の高度分岐または超分岐ポリカーボネート
または
Ｂ２２：ｘは少なくとも１．１、かつ、ｙは少なくとも２．１のＡｘＢｙ型の少なくとも
１種の高度分岐または超分岐ポリエステル
またはそれらの混合物
から構成されている）からなる外側包被を成形するステップと
を含んでなり、
前記第１のプラスチック成分Ａ１または前記第１のプラスチック成分Ａ２および／または
前記第２のプラスチック成分Ｂはさらに以下すなわち
Ｃ：０～６０質量％のさらに別の少なくとも１種の添加剤
を含んでいてよく、
最初に前記インサート部材が前記第１のプラスチック成分Ａ１またはＡ２によって包被さ
れ、続いて、前記第２のプラスチック成分Ｂが被着され、または、最初に前記外側包被Ｂ
が成形され、続いて、前記第２のプラスチック成分Ｂからなる前記外側包被と前記インサ
ート部材の間に形成された空洞に前記第１のプラスチック成分Ａ１またはＡ２が充填され
、こうして、前記インサート部材の包被が形成されるように構成されている。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４４１】
　成分Ａ４は、４５質量％のポリラクチド（ＰＬＡ）と、テレフタル酸（２５モル％）と
アジピン酸（２５モル％）とブタンジオール（４５モル％）とから製造された４５質量％
のランダム脂肪族－芳香族コポリエステルとからなるブレンドである。このブレンドは、
２つの融点１１０～１２０℃および１４０～１５５℃（ＤＳＣによって測定）、６８℃の
ビカー軟化温度（ＶＳＴ　Ａ５０）（ＩＳＯ３０６：２００４に準拠して測定）、ショア
ーＤ硬度５９（ＩＳＯ８６８に準拠して測定）およびＥ－モジュラス７５０ＭＰａ（ＩＳ
Ｏ５２７に準拠し、厚さ５０μｍのインフレーションフィルムで測定）を有する。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インサート部材ならびに少なくとも２種のプラスチック成分からなるプラスチック外被
を含んでなる構成部材であって、前記インサート部材は第１のプラスチック成分Ａ１（こ
こで、前記第１のプラスチック成分Ａ１は以下
　Ａ１１：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、５～８０質量％の、脂肪族お
よび芳香族ジカルボン酸および脂肪族ジヒドロキシ化合物をベースとした少なくとも１種
の部分芳香族ポリエステル；
　Ａ１２：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、２０～９５質量％の、ポリラ
クチド（ＰＬＡ）と、ポリカプロラクトンと、ポリヒドロキシアルカノエートと、脂肪族
ジカルボン酸および脂肪族ジオールからなるポリエステルとからなる群から選択された少
なくとも１種のホモポリエステルまたはコポリエステル；
　Ａ１３：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準にして、０．０５～１５質量％の、ａ
）スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエ
ポキシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を
含有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
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から構成されている）によって、または第１のプラスチック成分Ａ２（ここで、前記第１
のプラスチック成分Ａ２は以下
　Ａ２１：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、１０～１００質量％の少なく
とも１種の熱可塑性スチレン（コ）ポリマー、
　Ａ２２：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０～９０質量％の少なくとも
１種の熱可塑性（コ）ポリエステル、
　Ａ２３：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０．０５～１５質量％の、ａ
）スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエ
ポキシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を
含有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている）によって包囲され、前記第１のプラスチック成分Ａ１または前記第
１のプラスチック成分Ａ２はさらに第２のプラスチック成分Ｂ（ここで、前記第２のプラ
スチック成分Ｂは以下
　Ｂ１：１０～９９．９９質量％の少なくとも１種の熱可塑性ポリエステル、
　Ｂ２：０．０１～５０質量％の
　Ｂ２１：ＯＨ価１～６００ｍｇＫＯＨ／ｇ（ポリカーボネート）（ＤＩＮ　５３２４９
，パート２に準拠）を有する少なくとも１種の高度分岐または超分岐ポリカーボネート
または
　Ｂ２２：ｘは少なくとも１．１、かつ、ｙは少なくとも２．１のＡｘＢｙ型の少なくと
も１種の高度分岐または超分岐ポリエステル
またはそれらの混合物
から構成される）によって包囲され、前記第１のプラスチック成分Ａ１または前記第１の
プラスチック成分Ａ２および／または前記第２のプラスチック成分Ｂはさらに以下
　Ｃ：０～６０質量％のさらに別の少なくとも１種の添加剤を含んでいてよい前記構成部
材。
【請求項２】
　前記プラスチック成分Ｂは、さらに、１～４０質量％の少なくとも１種の衝撃靭性改質
されたポリマーＤを含んでいることを特徴とする請求項１記載の構成部材。
【請求項３】
　前記プラスチック成分Ｂは、さらに、１～６０質量％の少なくとも１種のグラフト重合
体Ｅ（ここで、前記グラフト重合体Ｅは以下
　Ｅ１：　アルキル基に１～８個のＣ原子を有し、ガラス転移温度が１０℃未満のアルキ
ルアクリレートをベースとしたゴム弾性ポリマーからなる２０～８０質量％のグラフトベ
ースおよび、
　Ｅ２：　２０～８０質量％のグラフトベース（これは以下
　Ｅ２１：　６０～９５質量％の一般式（Ｉ）
【化１】

［式中、
Ｒは、１～８個のＣ原子を有するアルキル基または水素原子を表し、
Ｒ1は、１～８個のＣ原子を有するアルキル基を表し、
ｎは１、２または３の値を有する］のスチレンまたは置換スチレンおよび
　Ｅ２２：　５～４０質量％の少なくとも１種の不飽和ニトリル
からなる）
から構成されている）
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および
　Ｆ：　０～６０質量％の共重合体（ここで、前記共重合体は以下
　Ｆ１：　６０～９５質量％の前記一般式（Ｉ）のスチレンもしくは置換スチレンまたは
それらの混合物
　Ｆ２：　５～４０質量％の少なくとも１種の不飽和ニトリル
からなる）
を含んでいることを特徴とする請求項１または２記載の構成部材。
【請求項４】
　前記プラスチック成分Ｂは、さらに、前記プラスチック成分Ｂの総質量を基準として、
１～３０質量％のコンビネーション難燃剤Ｇ（ここで、前記コンビネーション難燃剤は以
下
　Ｇ１：　２０～９９質量％のハロゲン含有難燃剤、
　Ｇ２：　１～８０質量％の酸化アンチモン
からなる）を含んでいることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項記載の構成部材。
【請求項５】
　前記プラスチック成分Ｂは、さらに、リン含有または窒素含有化合物またはＰ－Ｎ－縮
合物またはそれらの混合物の群から選択された１～４０質量％のハロゲン不含難燃剤Ｈを
含んでいることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項記載の構成部材。
【請求項６】
　前記のさらに別の少なくとも１種の添加剤Ｃは、加工助剤、安定剤、酸化遅延剤、熱分
解および紫外光分解防止剤、滑剤および離型剤、着色剤、成核剤、可塑剤および繊維状ま
たは粒子状充填剤からなる群から選択されていることを特徴とする請求項１～５のいずれ
か１項記載の構成部材。
【請求項７】
　前記粒子状充填剤は、炭素繊維、ガラス繊維、ガラスビーズ、非晶質ケイ酸、アスベス
ト、ケイ酸カルシウム、メタケイ酸カルシウム、炭酸マグネシウム、カオリン、白墨、石
英粉末、雲母、硫酸バリウム、長石ならびにこれらの物質の２種以上の物質の混合物のう
ちから選択されていることを特徴とする請求項６記載の構成部材。
【請求項８】
　前記第１のプラスチック成分Ａは、前記第１のプラスチック成分Ａの総質量を基準とし
て、０．１～４０質量％のガラスビーズを含んでいることを特徴とする請求項１～７のい
ずれか１項記載の構成部材。
【請求項９】
　前記第２のプラスチック成分Ｂは、前記第２のプラスチック成分Ｂの総質量を基準とし
て、０．１～５０質量％の繊維状充填剤を含んでいることを特徴とする請求項１～８のい
ずれか１項記載の構成部材。
【請求項１０】
　前記繊維状充填剤がガラス繊維であることを特徴とする請求項９記載の構成部材。
【請求項１１】
　前記インサート部材は、銅、銅含有合金、アルミニウム、アルミニウム含有合金、チタ
ン、特殊鋼、鉛不含金属および鉛不含金属合金または錫めっきされた材料から製造されて
いることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項記載の構成部材。
【請求項１２】
　前記構成部材は、エレクトロニクス技術分野で使用される類のプラスチック部品、メカ
トロニクス構成部材または差込み接点付きプラスチックハウジングであることを特徴とす
る請求項１～１１のいずれか１項記載の構成部材。
【請求項１３】
　インサート部材ならびに少なくとも２種のプラスチック成分からなるプラスチック外被
を含んでなる構成部材の製造方法であって、前記方法は以下のステップ
（ａ）インサート部材を第１のプラスチック成分Ａ１（この場合、前記第１のプラスチッ
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ク成分Ａ１は以下
　Ａ１１：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、５～８０質量％の、脂肪族お
よび芳香族ジカルボン酸および脂肪族ジヒドロキシ化合物をベースとした少なくとも１種
のポリエステル；
　Ａ１２：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、２０～９５質量％の、ポリラ
クチド（ＰＬＡ）と、ポリカプロラクトンと、ポリヒドロキシアルカノエートと、脂肪族
ジカルボン酸および脂肪族ジオールからなるポリエステルとからなる群から選択された少
なくとも１種のホモポリエステルまたはコポリエステル；
　Ａ１３：成分Ａ１１およびＡ１２の総質量を基準として、０．０５～１５質量％の、ａ
）スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエ
ポキシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を
含有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている）によって、または第１のプラスチック成分Ａ２（この場合、前記第
１のプラスチック成分Ａ２は以下
　Ａ２１：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、１０～１００質量％の少なく
とも１種の熱可塑性スチレン（コ）ポリマー、
　Ａ２２：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０～９０質量％の少なくとも
１種の熱可塑性（コ）ポリエステル、
　Ａ２３：成分Ａ２１およびＡ２２の総質量を基準として、０．０５～１５質量％の、ａ
）スチレン、アクリル酸エステルおよび／またはメタクリル酸エステルをベースとしたエ
ポキシ基含有コポリマー、ｂ）ビスフェノール－Ａ－エポキシドまたはｃ）エポキシ基を
含有する天然油、脂肪酸エステルまたは脂肪酸アミド
から構成されている）によって包被するステップと、
（ｂ）第２のプラスチック成分Ｂ（この場合、前記第２のプラスチック成分Ｂは以下
　Ｂ１：１０～９９．９９質量％の少なくとも１種の熱可塑性ポリエステル、
　Ｂ２：０．０１～５０質量％の
　Ｂ２１：ＯＨ価１～６００ｍｇＫＯＨ／ｇ（ポリカーボネート）（ＤＩＮ　５３２４９
，パート２に準拠）を有する少なくとも１種の高度分岐または超分岐ポリカーボネート
または
　Ｂ２２：ｘは少なくとも１．１、かつ、ｙは少なくとも２．１のＡｘＢｙ型の少なくと
も１種の高度分岐または超分岐ポリエステル
またはそれらの混合物
から構成されている）からなる外側包被を成形するステップと
を含んでなり、
前記第１のプラスチック成分Ａ１または前記第１のプラスチック成分Ａ２および／または
前記第２のプラスチック成分Ｂはさらに以下
　Ｃ：０～６０質量％のさらに別の少なくとも１種の添加剤
を含んでいてよく、
最初に前記インサート部材が前記第１のプラスチック成分Ａ１またはＡ２によって包被さ
れ、続いて、前記第２のプラスチック成分Ｂが被着される、または、最初に前記外側包被
Ｂが成形され、続いて、前記第２のプラスチック成分Ｂからなる前記外側包被と前記イン
サート部材の間に形成された空洞に前記第１のプラスチック成分Ａ１またはＡ２が充填さ
れ、こうして、前記インサート部材の包被が形成される前記製造方法。
【請求項１４】
　前記第１のプラスチック成分Ａによる前記インサート部材の前記包被および前記第２の
プラスチック成分Ｂからなる前記包被は射出成形法によって製造されることを特徴とする
請求項１３記載の方法。
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